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永田　みやさんは何年のご卒業
でしょうか。

みや　32期なので、1980年です。
永田　私より7期後輩ですね。
住吉高校を選ばれたのは何か理
由がありましたか。
みや　もともと本当は天王寺高校
に行きたかったんです。そこを狙
っていたんですが、中学校の卒
業の答辞を読むことになっちゃっ
て。

永田　中学校はどちらですか。
みや　新生野中学校です。答辞
を書くのにものすごく時間を取られ
て、だんだん受験勉強ができなく
なりました。国語の先生に毎日放
課後残されて、受験勉強はもうい
いかという感じになりました。天
王寺を狙っているのだったら住吉
高校はラクラクみたいに言われ、
それで住高にしたんですよ。
永田　直前に？
みや　結構直前に変えました。
住高って結構そういう人が多いの
ではないですか。

永田　私も天王寺って言われてま
したけど、僕らの頃は住吉の方が
自由で、受験勉強をガツガツやら
ないで、楽しそうな学校と云われ
ていたので、そっちの方が良いと
思いました。
永田　クラブとかサークルに入っ
ていましたか。

みや　一応演劇部に入ったんです
よ。顧問は松葉芳先生でした。
お芝居をしたかったというより、
お芝居を観に行くというと、夜遊
んでいても親から何も言われなか
ったので、夜遊びの口実に使うた
めでした。こんなこと言って良い
のかなあ。松葉先生も趣味で別
役実のお芝居をやっておられまし
た。高校時代は遊ぶことがすごく
楽しくって、ちょっと勉強そっちの

けという感じで、いつも喫茶店へ
行ってだべったりとか。住高には
文化祭があったじゃないですか、
そのお祭り騒ぎが劇団に入った
ら、何かその延長というか本当に
そんな感じでした。皆でワイワイ
言いながら芝居道具を作って、打
ち上げといって皆で飲みに行きま
した。

永田　体育祭のあと高校生なの
に飲みに行ったりしましたか？
みや　行きましたよね。あるクラ
スが一度新聞沙汰になっているん
ですが、その時のクラス担任が
体育の吉田先生で、一クラス全
部が南（ミナミ）で捕まって西成
警察署の柔道場に正座させられ
たと聞きました。皆いろんなところ
で飲み会をやっていたんですけ
ど、文化祭か体育祭のあと一ク
ラスだけ騒ぎすぎて、通報された
みたいで、確か新聞には住吉高
校と出ていたと思います。でも誰
も処分されませんでした。多分一
クラス全部だから、全員処分した
らえらいことになるからじゃないで

すか（笑）。電車道を越えたとこ
ろに「幸」という喫茶店があった
でしょう。お化けみたいなおばち
ゃんがママさんで、結構ラグビー
部の人達のたまり場になっていた。
そこのママさんいわく「住高はすご
く自由で、喫茶店でたむろってて
も、校内暴力はなかったよね。
違う学校では結構（校内暴力が）
問題になっていたけど、住高には
全くそんなものがなかったのは、
こんなに自由にさせてくれても先
生が何も言わへん。だから校内
で爆発しないし、暴力も起こらな
いのね」。本当に先生がガス抜き
を自由にさせてくれたおかげで、
そうだろうなと思いましたね。
永田　住高では生徒を一人前扱
いをしてくれましたよね。演劇部
の顧問の松葉先生は僕の1年の
時の担任だったんですよ。“君”
付けではなく、“さん”付けで呼ん
で、一人前として、大人として扱
ってくれて嬉しかったですね。大
学は同志社大学ですよね。その
時に「そとばこまち」に入られた
のですか。

みや　大学に入る時は真面目に
公認会計士か何かになろうと思っ
て、経済学部に入ったのですが、
経済学部は公認会計士になれる
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学部じゃないんですよ。三日通っ
て全然授業が面白くなくて、間違
えちゃったと思いました。一浪し
て同志社に入ったのですが、本
当は東京へ行きたかったので、も
う1年大学に行きながら受験勉強
してたんです。でもそれもダメだ

ったので仕方なく大学に通ってい
ましたが、「やっぱり私は道を誤
ったわ」と思い、校門を出ようと
思った時、劇団の新人募集のチ
ラシをもらったんですよ。それが、

たまたま稽古場が大学からの帰り
道にあり、そういえば私、演劇を
やっていたよなと思いだして。全
然やりたいことは何もないし、学
校も面白くなくてやめようと思って
いたので、ちょっと行ってみようか
なと劇団を受けたんです。
永田　それで無事合格。当時の
代表・辰巳琢郎さんは京大の5回
生か6回生でしたか？
みや　私が入団した年が辰巳さ
んの卒業年かな。1年くらい過ぎ
た時に辰巳さんがいきなり東京へ
行くと言い出して。「ＮＨＫの朝の
連続ドラマのオーディションに合格
したので、座長やめる！」といっ
たので「ハァっー？？」と驚くとい
うか、衝撃でした。座長を上海
太郎に譲って行きはったんですけ
ど。その年は英語の単位が一個
足りなかったとかで辰巳さんは卒
業できなかったんですよ。その後
卒業されましたけど。
永田　その時の同期生が、私と
一緒にＮＨＫにいた有吉伸人さん
ですよね。有吉さんはいまＮＨＫ
スペシャルの編集長をやっていま
すが、私がプロジェクトXの担当
部長だったときには、彼は第一線
のディレクターでした。

みや　有吉さんは同期です。
永田　有吉さんはみやさんのこと
をよく覚えていて、大学の劇団な
のにプロ以上の公演回数を重ね
て、みやさんは本当に一生懸命
で真剣だったと。当時みやさんは、
チャコットと呼ばれていたそうです
ね。

みや　そうです。チャコットです。
劇団に入って初めてのお稽古の日
に稽古場の片隅にバレー用品（メ
ーカー）チャコットのトウシューズ

を履いた女の子の絵が紙袋に描
かれてあったんですよ。それが私
にそっくりだったので、辰巳さんと

かみんなが「そっくり！」「そっく

り！」、今日からお前をチャコット
と呼ぶよと言われ、それでチャコ
ットというアダナになったんです

よ。劇団新感線のいのうえさんの
ようにもともと関西の劇団だった
人はみんなチャコットと呼びます。
永田　有吉さんは、4年間で30
回も公演したと言っていましたね。
みや　すごくやっていました。
永田　ほとんど毎月。
みや　月ごとに違う芝居を稽古場
でやっていましたね。

永田　本当にうまくなっていった。
みや　本当にね。昔はいろんな
芝居をやっていたんですよ。シェ
ークスピアからつかこうへいさん

の芝居から、ありとあらゆる分野
の芝居を新劇から小劇場の芝居
まですごくやっていたので、そこ

ですごく鍛えられましたね。有吉
さんもすごい演出をやっていまし
た。それから後輩のNHKドラマ
部で活躍する訓覇圭（くるべけい）
さんも本を書いたり演出もやって
いました。

永田　当時、辰巳さんが座長の「そ
とばこまち」が京都にありました
し、大阪には「劇団新感線」も
あれば、「第三劇場」もある。古
田新太さんとか、渡辺いっけいさ
んとか、生瀬勝久さんとか、関
西の演劇はきら星のような時代だ
ったのですね。

みや　ちょうど学生劇団が勢いを
もって、東は「夢の遊眠社」の野
田秀樹さんが出て、学生劇団ブ
ームですよね。そこに乗っかって
本当にメディアからもチヤホヤさ
れ、今からという一番勢いのあっ
た時代です。お客さんもどんどん
増えてきましたし、本当に活気が
ありました。関西の劇団同士もす
ごく仲が良くてね。辰巳さんはプ
ロデューサーとしてもすごい能力
があるんですよ。巻き込んでゆく
力がすごくある人で、関西の学生
劇団を何とかしようということで、
その当時第三劇場にマキノノゾミ
さんがおり、劇団新感線にいのう
えひでのりさんがいて合同で公演
をしようとするのにスポンサーを取
ってきたりするのは辰巳さんがすご
く上手なんですよ。それで合同公
演をやってみんなで盛り上がって
いこうみたいな感じで、だからあ
だ名は「社長」だったんですよ。

みんな辰巳さんのことを「シャチョ
ー！」と呼んでいます。
永田　演劇人として伸びてゆくた
めに人間理解とか、世の中と自分
との関係みたいなものを、知識と
いうよりも自分の中で納得した何
かを作っていくのはどんな風にや
ってこられましたか。

みや　やっぱり若い時はちょっと
有名な劇団だったので、自分の鼻
も高くなったし、今振り返ったら
本当に小生意気というか、今あ
んな後輩がいたら殴ったるわ！み
たいなことを自分は思うんです。
後輩たちがお芝居を観に来てくれ
たりしたときに、いやな先輩だっ
たでしょうと聞くと「そんなことな
いですよ！」と言ってくれるので少
し安心しているのですけど。でも
楽しい、楽しいと言ってた時から、
だんだんギャラを頂くお仕事にな
ってゆき、特に劇団をやめてから
どうしても自分の思い通りになら
ないことが出てきます。男優とい
うと年をとっていけばいく程、需
要が増えてくるんですよね。でも
女優は“若くてなんぼ”みたいな
感じもあるので、ある所までいっ
たら、ちょっと頭打ちするといった
ら変ですがそういう気持ちになり
ます。その時に自分は専門の学
校に行ったわけでもないですし、
演劇の基礎から学んでないという
ことにすごくコンプレックスを感じ
たんですよね。そうなった時に自
分で何とかしなくちゃいけないと
思って、発声を学びに行ったり、
本を読んだりして勉強しました。
今は本当に沢山ワークショップが
ありますけど、私たちの時はワー
クショップみたいなものは全くなか
ったんですよね。たまたま呼んで
頂いた演出家がフランスにずっと
行っていらしてルコック・システム
を持って帰られた先生だったり、
今、近畿大学の演劇学をやって
おられる先生とかに可愛がって頂
いて、海外から著名な人が来ら
れた時にはわざわざ呼んで頂いて
勉強させていただいています。「そ
とばこまち」時代の他の人に比べ
たら、そういう学ぶ機会を沢山い
ただきました。自分は皆より早く
東京のいろんな人と一緒に芝居を
していました。東京の演劇人は大
学を出てから、例えば文学座の
養成所に入ったり、各演劇研究

所に入って1年、2年勉強してそ
こから劇団員になれるか、なれな
いかという感じで皆遅いんですよ。
だから25才で劇団員になれたらす
ごく出世みたいな感じなんです。
私たちは学生劇団で4回生でやめ
ますから、3回生の時点で主役を
張れなかったらもう終わりです。
21才位で主役を張っていないとず
っと脇役人生です。ですから関
西にいたらすごく焦るというか、早
く上にいかないと、早く上にいか
ないとと思っていたんです。私が
一番最初に東京で芝居をしたの
が23才になる時、九十九一さん
との二人芝居だったのですが、
皆にびっくりされたんですよ。そ
の年齢で東京で舞台をやるのは
まずいないといわれました。関西
では4回生になったら引退という
か、辞めていくのに、東京ではそ
うじゃないんだなとわかって。ま

だまだ学ぶことは一杯あると思っ
たし、いろんな方と知り合ったり
して、そこからはじまりましたね。

東京で劇団に入って、初めて観に
行ったのがつかこうへい事務所の
「蒲田行進曲」で解散公演だった
んです。立ち見でしたが、すごく
感動して「ワァすごく面白い！」と
思って、二日続けて立ち見で観ま
した。その時に加藤健一さんとか
根岸季衣さんが出演しておられて
「すごく恰好良い！」と思いました。
加藤さんが銀ちゃんをやっていて、
私もこういう人と絶対一緒に舞台
に立つと決めたんですね。劇団に
入ってまだ一ヶ月や二ヶ月なのに
私はこの人と絶対舞台に出る、舞
台をやると決めて帰ってきました。
「私、絶対加藤健一さんと芝居す
んねん」と言うと、皆に「何言う
てんねん」とすごく言われたんで
す。でも、27才の時に実現しま
したから、言い続けたら夢が叶う
んだなと思いました。
永田　根岸季衣さんとはどんな関
わりでしたか。

みや　根岸さんとは「非戦を選ぶ
演劇人の会」で、この10年位一
緒に共演して今もすごく仲良しで
す。

永田　僕は「非戦を選ぶ演劇人
の会」の舞台撮影の編集をした
ことがありますよ。

みや　あれっ、どの舞台？私ほと
んど出ていますよ。



永田　多分みやさんが舞台に立
たれているのも編集していると思
います。それが縁で根岸さんに僕
がプロデュースした映画『60万回
のトライ』のナレーションをしてい

ただきました。

みや　そうですか。「九条を好き
と言えなくて」とか、ここ何年か
舞台に呼んでいただいて、根岸さ
んとはいっぱい仲良くしていただ
いています。

永田　テレビなどで活躍されるよ
うな俳優さんは、戦争反対とかは
言いにくいような世の中じゃない
ですか。みやさんはそこを勇気を
もって参加されていますが、なに
か理由がありますか。
みや　自分が正しいと思ったこと
を言って何がダメなのと思いました
し、戦争は嫌だというのがありま
す。一時、演劇って何の役に立
つんだろうと思った時があったん
ですね。もし何かが起こった時に
一番最初に淘汰されるというか、
無くてもいいものなんじゃないだろ
うかと思っていて「こんなのやって
ても意味ないわ」と舞台を休んだ
こともありました。そこで演劇の
歴史とか演劇の持つ力とは何だろ
うと思って勉強したら、ものすご
く力があるというのがわかったん
です。例えば、会社でもコミュニ
ケーション能力向上のためとかで
演劇を使って訓練するじゃないで
すか。演劇は一応フィクションな
ので、もし何かあった時には「そ
れは作り物ですよ」と言えるし、
世間が口を閉ざすような本当は言
いたいことが演劇に乗せたら言え
る。それフィクションだから本気
で言ってないよともいえるじゃない
ですか。そこが演劇が別に持つ
力だと思うんですよ。もちろん、
それが転んだら、そちら側の力に
もなるし、こちら側の力にもなり
ます。でも、できれば表現者とし
ては自分が正しいと思うものの方
でいたいです。劇作家は私たち
が思っていることをすごく真剣に
考えています。今法律で表現を
規制されると私たちは終わってし
まいますから、そうやって声を上
げていかないといけないと思いま
す。逃げ道もありますが。ただマ
イノリティーだとは思いますね。
永田　僕もいろんな芝居を観せて
もらいますが、役者さんて自分の

体を舞台にさらし、自分の体ごと
セリフを発する存在でしょう。そ
れには自分がちゃんとそう思って
いないと、ということがあると思う
んですよ。例えば、戦争はいけな
いと舞台で話されることも心から
そう思っている、その勇気と存在
感はすごいと思うんですよ。
みや　そうですね。ただ全く反
対の立場の役の時もあると思う
し、やはりそこを自由に行き来で
きるという役者がすごいと思いま
す。はたしてどこまで役者として
思想というか、思いを持つのが良
いのか、分からないというのが正
直なところです。非戦の活動とい
うのに関しては完全に自分のプラ
イベートというのは変ですけど、
自分が思うことをしようという感じ
でやっています。根岸さんって本
当に熱いんですよ。だから私の中
では根岸さんがやると言えば「や
ります！」みたいな感じ（笑）。本
当に素敵で、熱い人なんで、大
好きなんです。だから根岸さんに
頼まれたらお茶くみでも何でも「分
かりました。やります。やります。」

という感じです。

永田　今回の舞台「檸檬の島」
の中でみやさんは全体を束ねると
いう役をやっていらっしゃいます。
紙を手帳として束ねる“とじひも”
というか、それぞれセリフがバラ

バラになりかねないのをきちっとま

とめ、ストーリーを展開してゆく
存在としてみやさんが活躍され、
一本筋が通っていくのは素晴らし
かったですね。

みや　そのように見ていただけた
ら本当に嬉しいです。有難うござ
います。

永田　「おばちゃん」というセリフ
が出てくるんですが、経験を積ま
れて、見目麗しいだけじゃない存
在として、役者さんである面白さ
というのはいつごろから、どんな

ふうに自覚されましたか。
みや　私は生瀬勝久や古田新太
と一緒に深夜にコント番組をやっ
ていまして、おばちゃんをやったり、

ハナを垂らしたアホの子とか、そ
れこそ生瀬さんと漫才とかをずっ
とやったりしていました。そのほか

「週刊テレビ広辞苑」「現代用語
の基礎体力」とか、結構コアな
深夜番組や関西の「面白サンデー」

という番組でコントをやっていて、
子供からおばちゃん、おばあちゃ
んまでやるので全然違和感や抵
抗がないんです。
永田　おばちゃん的キャラのゆえ
に自由になれるということがありま
すか。

みや　あります。今日の舞台でも
客席に背を向けて、お尻を掻いた
り、しゃべりながら足を掻いてみ
たり、そういうことができるのは

すごく楽しいですね。
永田　細かいところですけど、今
日の舞台でサンダルが脱げるとこ
ろはもともとの演出だったのです
か。

みや　稽古をしているときに脱げ
ちゃって、それで面白いからそう
しようとなったのです。でもその

時その時の瞬発なので脱げる場
所はまちまちなのですよ。毎日ち
ょっとずつ違っているので、その
たびに動きは違います。
永田　そこからいつも全体をちゃ
んと見ていらっしゃるのかなと思っ
たんですよ。一番座長的役割を
果たしておられる。みやさんがそ
れぞれの人物を束ねる軸となって
おられる。

みや　そのように見えたのならす
ごく嬉しいです。
永田　自分が舞台を作ってゆくと
いう面白さというのはどんなふうな
ところから感じられるようになりま
したか。

みや　役者ってすごくわがままだ
し、自己中心的だと思うんですね。
台本を読む時でも自分のセリフだ
け読んでいる人がすごく多いと思
うんですけど、でも、演技って反
応なんで、相手がどう返してくる
かということによって全部変わって
きます。本を読んでいて、私はこ
んな感じかなと思っていても稽古
していくうちに、相手の芝居が変
わったりとか、演出家がこうして
ほしいということで、すごく変化し
て、いつの間にかこういう風にな
っているということが一杯あるん
ですよ。今回は私の役の女性（な
っちゃん）は昔、甥と関係を持って、
そういう噂もされていたので、だ
から今は女というのを殺して生き
ているのではないかと思ったんで
すよ。それでズボンを履いて、お
ばちゃんみたいな恰好をして、女
を捨てて、二度とそんなことはさ
せないっていうふうな人と思っては
じめは稽古してたんですよ。でも
途中で、これはズボンかな、スカ
ートかなと聞いたら、「スカートで
す」って演出家に言われました。「え
っ、スカートですか」と驚いたの
ですが、次からずっと長いスカー
トで稽古してたんですよ。のちに
衣装合わせをしますといって、衣
装さんが持ってきたのはすごく短
いスカートで、「こんな短いのを履
くの？えーっ！足を出すの」。「出し
ます。女は捨てないでください。
お尻が大切ですから。絵のモデ
ルとしてポーズをとるところも、足
をシューっと出してください。最高

今回、新作の演劇「檸檬の島」を

拝見した。舞台は、淡路島の西側

“七風村”。阪神淡路大震災直後

玉ねぎ畑の斜面から、戦争の時捨

てられた薬物缶が発見された。イ

メージ一新のために“七風レモ

ン”というブランド果実として出

荷されるようになる。

みやさんが演じるのは、健気に働

く奈津子。レモン園を支えるおい

の丈はそんな奈津子（なっちゃ

ん）に愛情を抱く。しかし、二人は

互いの思いを表に出すことをため

らいながら歳月は流れた。

2015年の「日本の劇」戯曲賞最

優秀賞を受賞した話題作。



にきれいなポーズをして、太腿も
見せてください」と演出家に言わ
れました。私の年で足を出してい
いのっていう気持ちでした。相手
役の彼もその短いスカートでは彼
女（なっちゃん）のこと好きになれ
ないと言ってたんですけどね。で
も上演したら、みんなからあれで
いいって言われました。それが役
者として見ていたら、わからない
のですよ。自分だったらこうだろう
と思いますが、演出家がそうじゃ
なくてこっちなんですという方向に
皆が向かっていって、出来上がっ
た時にトータルで考えてみたら、
ああ演出家はこれを目指していた
のかというのがわかって、そこが

ものすごく面白いですね。お芝居
は生き物なんです。自分がイメー
ジしていたものと違っていても、
そうだったらこう変わってみようと
思ったときに、きちっとはまる瞬
間があって、すごく面白いです。
ある日演出家が皆に派手目の緑
の衣装を持ってきてくださいと言っ
て、それで稽古してみたんです。「こ
れ何？本当にこれでいいの？派手
な緑なんかで気が狂ってない？」
という思いだったのですが、舞台
装置が出来上がって、絵画のよう
な背景の前に立って、客席から見
たときに、鮮やかな緑の衣装がピ
タッとはまっていて、演出家はこ
れをイメージしていたんだなあとい

うことがわかり驚きました。役者
だけの目ではそこまで見られない
のです。演出家ってすごいなあと
今回もすごく思いました。
永田　今回の場合、お姉さんが
震災で亡くなって、自分は生き残
った、そういう複雑な人生を、み
やさんが生きるということになりま
すよね。いろんな人の人生を生き
るわけですが、その面白さってど
こにあるのでしょうか。

みや　稽古に入る前に、どう生ま
れて、どんな親で、どんな子供
時代で、どんな兄弟で、どんな
友達がいて、子供のときはどんな
性格で、どんな人と付き合って、
どんな恋愛をしたとか全部書くの
です。彼女のライフストーリーです。
永田　その人生があるから、こう
いうセリフが出てくる。
みや　例えば震災のとき、私（な
っちゃん）はこの家にいたのかど
うか、お姉さんが下敷きになった

時、私はそばにいたのかどうかを
話し合いました。私も考えました。
震災のときになっちゃんは33歳で、
実家にお金もあったし、神戸とか
でふらふらしていたのではないか。

甥っ子、姪っ子は可愛がってた。
でも甥っ子とそういう関係になると
したら、ずっと一緒にいてはなれ
ないので、多分彼らが育っている
間は、お義兄さんに家を譲って出
ていた。そういうのを全部作るん
です。だから役者というのは色ん
な人の人生をすごく考えるし、そ
こから得るものはいっぱいあって、
面白いなあと思います。すごく仲
の良い女優さんが非戦の活動をし
ていて、お芝居に出ろって言われ
たんですが、その役をしようと思
ったら勉強しないといけないので、
資料を読んだり、映画を観たり、
興味やアンテナが立ってきます。
その時に自分が今まで何も知ら
ず、何も考えずに来たんだなあと
いうことに気付きました。一つの
役をするために、自分の考え方や
感じ方がどんどん変わってきたと
いうことが確かにありました。最
初オスプレイなんて知らなかった
んです。ちょうど沖縄にオスプレ
イが配備されるときに「非戦を選
ぶ演劇人の会」でゴリさん（ガレ
ージセール）と夫婦の役をやった
んですが、その時にオスプレイっ
て何？って聞いたら円城寺あや（俳
優）に思いっきり怒られて。でも
芝居をやることですごく学ぶこと
がいっぱいなんです。役者をやっ
ていなかったら、こんなにいろん

なことを学ばないし、色んな事を
知らないです。本当に何も知らな
いです。

永田　こんな役者になっていきた
いということはありますか。

みや　そうですね。いいのか悪
いのかわからないんですけど、え

っ出てました？あの役やってたん
ですか？っていうくらい化けられる
ような役者になりたいですね。み
やなおこが出ていたではなくて。
永田　その気持ちちょっとわかる
気がします。荻上直子という監督
さんが「彼らが本気で編むときは」
というＬＧＢＴをテーマにした映画
を撮られたんです。俳優のりりィ
さんが亡くなる直前に出演した映
画なんですが、それがりりぃさん
に似ているけど、誰だっけみたい

なそんな感じでした。存在として
の役があって、演じている人が消
えていく。

みや　そういうのが良いと思うん
です。私は役者としていろんな役
をやりたいし、どんな役でもやっ
てみたい。この役はこの人という
のがあると思いますが、そっちの
方が役者としてはいいのかもしれ
ませんが、一色じゃなくて、いろ
んな色というか、あれもそうだっ
たのみたいな風でありたいです。
昔はいやだったんですが。舞台を
降りたら、あれ、いたの？みたいな。
九十九一さんとの二人芝居の時、
蛇にとりつかれる、ちょっと頭の
弱いけど激し
い女の役だっ
たんですけど、

おすぎさんが

その芝居が大
好きで観に来
てくださった時
「あんたさあ、

舞台降りたら
ただの漫 画
ね」（笑）て
言われたりと
かして、その

時は複雑な気
持ちでしたが、今となってはそれ
はそれで良かったと。加藤健一
事務所の「牡丹灯籠」ですごく色
っぽい「お国」という役をやった
とき、地方公演に行って、終わっ
てからみんな食事をしていたら、
演劇を観ていた人から「出てまし
た？」って言われたりして。
永田　なりきっていたんですね。
みや　なりきっていたので、わか
らなかったようでした。よく色っ
ぽい役をするのですが、このまま
ずっと実生活もいけたら、わたし
モテモテかもしれないけど。それ

はなかなか難しいですよね。（笑）
永田　今日は舞台を拝見したの
ですが、テレビでもご活躍で、Ｎ
ＨＫの朝ドラとか様々ご出演され
ているのですが、テレビと舞台の
違いはありますか。
みや　テレビはスタートと言われ
た瞬間にパンと入らないといけま
せん。お稽古もそんなにしません
し、瞬発力がすごく必要だなあと
思います。舞台はお稽古を何度も
重ねて、ライブですし、積み重ね
があって、必ず役に持っていける

のですが、テレビは突然そこにも
っていかないといけないので、そ

ういう難しさはあります。もちろん
それはそれですごく面白いなあと
いう部分はありますが。
永田　みやさんが、演じるという
のが面白いなあと最初に思ったの
はいつごろですか。

みや　それは九十九一さんとの二
人芝居ですね。
永田　その前、中学校とか、高
校とかでも演劇をされていたわけ
ですが、背中を押してもらう最初
の経験というのは。
みや　それを考えたら、小学校
の時には台本を書いていました

ね。「若草物語」とかクラスの学
芸会で本を書いて演出していまし
たね。中学校の時も文化祭でクラ
スで演劇をやるときもやってました
ね。

永田　何が面白かったんでしょう
ね。

みや　幼稚園の初舞台が「赤ず
きんちゃん」なんですよ。お花を
摘むシーンがあるんですが、舞台
においてある造花を袖から見てい
る自分を覚えているんですよ。
永田　登場の最初のセリフは「ま
あきれいなお花」。私はESS部で
一年生の時に英語で「赤ずきんち
ゃん」をやりました。「What a 

Beautiful Flower is it！」

みや　赤ずきんちゃんをやられた
んですか。他に女性はいなかっ
たんですか。

永田　オオカミや狩人は女生徒が
やって、男の私は赤ずきんちゃん
をやるんです。

みや　（笑）似合いそうですよね。
永田　昔は可愛かったんですけ
どね…（笑）「赤ずきんちゃん」の
時はどんな快感だったんですか。



みや　やっぱり拍手されて、上手
上手と言われたのが快感だったん
でしょうね。舞台に立つのは全然
苦ではなくて、クラシックバレエと
かやっていて、バレエの発表会と
か大好きだったんですよ。舞台の
上で観られて何かをするというの
が好きだったんでしょうね。恥ず
かしげもなく。

永田　幼稚園の時の快感から一
本線の人生ですか。
みや　いや、途中からは私は公
認会計士になってお金を稼ぐんだ
とか、会社員になってとか思って
いましたけどね。辰巳琢郎のせい
で道を誤りました。（笑）
永田　ご自身は幸せな人生だと
思っておられますか。
みや　そうですね。この道を目指
してもなれない人がたくさんいる
中で、恵まれていたと思いますし、
いろんな人に助けられてきました。
役者として本当に幸せな道を歩ま
せてもらっていると思います。
永田　高校時代ですけども、み
やさんが得たものはなんでしょう
か。

みや　自由に発想していいんだ。
好きなこと好きにして良いんだとい
う、カチッとしたものに行かなくて
も、道はいっぱいあるんだという
ことを学んだと思います。こんな
んしたらあかんのちゃうかなあと

か、後ろ指さされるんじゃないか
とか、まったくなかったですね。

ほんと、それこそパンプスを履い
て、ハンドバッグをもって学校に
行き、帰りそのまま南（ミナミ）に
行って遊んでいましたからね。教
科書全部ロッカーに放り込んで。
みんなやってましたよ。

永田　先生の授業内外で言われ
た言葉で記憶にあるものってあり
ますか。

みや　授業を抜けて校門を出て
いこうとしたときに、塀越しに先
生が「どこに行くんやっ」と怒鳴

られた言葉が一番記憶にありま
す。（笑）「こら、どこにいくんや」
それを一番覚えています。
永田　面白い学校でしたね。
みや　面白い学校でした。
永田　今後のご予定を教えてくだ
さい。

みや　次は5月に「おもてなし」を
上演します。2年前の初演の時に
文化庁芸術祭の優秀賞を個人で
いただいて、それを再演します。作・
演出がわかぎゑふです。
永田　大変大きな賞ですね。
みや　文化庁の賞は歌舞伎とか、
ちょっと格調の高い人達がとる賞
といわれていたので、それが小劇
場出身で、しかも新人賞以外は
団体で取ることが多いのに、個人
で取るというのはあまりないらしい
です。それですごく小劇場の後輩
達の励みになったようです。頑張
っていい作品に出て、自分が役
者として頑張れば、私のように賞
をもらえるというか、見ている人
は見てくれているんだとわかったと
後輩達が喜んでくれて、それがす
ごく嬉しかったですね。それの再
演です。大正時代の船場の話な
んです。

永田　それでしたら是非観に行
かせていただきます。うちの実家
も船場なんです。今は見る影もあ
りませんが。

みや　そうなんですか。本当に
船場の話で船場言葉でやります。
狂言の茂山逸平ちゃんも出演し
ます。舞台で狂言をやってもらう
んですよ。頑張ろうと思っていま
す。

永田　大阪の奥の深さというのを
演じられるんですね。
みや　すごく素敵な女性、男の
人から見たらすごくいい女らしい
んですけど、ちょっとからくりが

あって、女の人から見たらムムッ
という感じで、感想も両極端に
分かれました。男の人はああい

い女やなあと思われるんですが、
女の人から見ると、あれはああい
う意味が隠れているのに男はア
ホやな（笑）みたいな感想もいた
だきました。

永田　二面性を持っているんです
か。

みや　二面性ではないけど、計
算しているわけでもなく、したた
かでもなく、一生懸命生きてい
る。誰かをだまそうとか、陥れ
ようとか思っていず、一生懸命
船場の中で妾さんとして生きてい
くそんなお話なんで、船場のい
ろんなしきたりも出てくるし、着
物もいっぱい着るんです。前は
秋だったんですが、今度は初夏
なので、着物も全部変えるらし
いです。早変わりとか結構大変
なんです。舞台袖では大騒ぎし
ながら着替えて、舞台に出ては
シュッとすまして「おこしやす」

とか言ってます。（笑）
永田　ぜひ楽しみに観させてい
ただきます。今日はありがとうご
ざいました。

永田浩三氏
1954（昭和29）年生まれ。住高25期。ESS
在籍。東北大学卒業後、NHK入社。主に教
養・ドキュメンタリー番組を制作。『クロー
ズアップ現代』などの編責として、国谷裕子
キャスターと菊地寛賞を受賞。現在、武蔵大
学社会学部メディア社会学科教授。ジャー
ナリスト。日本ペンクラブ会員。著書『ベン・
シャーンを追いかけて』『NHKと政治権力』
『奄美の奇跡』『ヒロシマを伝える』ほか多
数。現在、東アジアと日本の「版画運動」に
ついて執筆中。

＜インタビューアー＞紹介

みや なおこ ＜略歴＞
住高 32期。同志社大学経済学部卒業。
大学在学中に、劇団そとばこまちに入団
（辰巳琢郎座長）。辰巳退団後、生瀬勝久
と共に劇団の看板女優として｢冬の絵空」
｢おまえを殺しちゃうかもしれない｣など、
50本以上のほとんどの舞台、外部プロデュ
ース公演にも数多く出演。NHK朝の連続
ドラマ｢いちばん太鼓｣で、主人公の初恋
の相手｢幼なじみ・松子｣で本格的ドラマ
デビュー。｢京都地検の女｣｢ピュアラブ｣
｢アーバンポリス24（部長刑事）｣｢週刊テレ
ビ広辞苑｣｢現代用語の基礎体力｣｢探偵
ナイトスクープ｣などのレギュラーをつとめる。
舞台｢おもてなし｣（作・演出：わかぎゑふ）
の演技で平成 26年度文化庁芸術祭賞
優秀賞を個人受賞。 

http://miyanaoko.com

❖  ❖  ❖

平成 26年度文化庁芸術祭優秀賞
「おもてなし」再演

【作・演出】 わかぎゑふ
【主　　演】みやなおこ
【東京公演】
　  全労済ホール／スペース・ゼロ
　  2017年 5月12日（金）～ 14日（日）
【大阪公演】
　  ＡＢＣホール
　  2017年 5月23日（火）～ 28日（日）

他、札幌、東海でも上演いたします。

打てば響くとはこういうことか。

みやさんはこちらが質問を出す

と、鮮やかにシュートを決めてく

ださる。あっという間に時間が過

ぎた。最近、わたしは永井愛作の

『ザ・空気』のモデルになった。忖

度と翻弄されるプロデューサーの

役だ。もうひとつ『白い花を隠す』

という演劇にも私が出てくる。妙

に演劇づいているのだ。演劇は、

世の中や人生の本質を人々に気

づかせるカナリアのような仕事

だ。みやさんはその世界のトップ

ランナーであり続けてこられた。

すごいことだ。2年前に個人で芸

術祭優秀賞を受賞された『おもて

なし』の再演も楽しみだ。


